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鳥
取
県
境
港
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
写
真

家
・
植
田
正し

ょ
う
じ治
。
終
生
、
故
郷
で
あ
る
山

陰
を
拠
点
に
活
動
し
、「
植
田
調
（
Ｕ
Ｅ

Ｄ
Ａ-

Ｃ
Ｈ
Ｏ
）」
と
呼
ば
れ
る
ユ
ー
モ

ア
と
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
写
真
で
世
界
的

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
植
田
の
初
期
か
ら
晩
年
ま

で
の
１
５
０
点
以
上
に
及
ぶ
作
品
と
資
料

を
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

と
も
に
紹
介
。
今
回
は
、
見
ど
こ
ろ
や
関

連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
　

 

◎
問
い
合
わ
せ　

市
立
美
術
館

 

☎
25-

１
４
４
７

写
真
こ
そ
生
き
て
い
る
証
し

　
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本
へ
持

ち
込
ま
れ
た
写
真
術
は
、
肖
像
や
風
景
な

ど
を
記
録
す
る
技
術
か
ら
、
次
第
に
撮
る

人
の
思
い
や
世
界
の
捉
え
方
を
表
現
す
る

手
段
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
の
始
め
か
ら
平
成
に
か
け
て
活
躍

し
た
植
田
も
、
自
己
の
世
界
観
を
写
真
で

表
現
し
た
一
人
で
す
。
植
田
は
「
好
き
な

も
の
し
か
撮
れ
な
い
」
と
、
故
郷
の
山
陰

の
風
景
や
そ
こ
に
住
む
人
々
、
自
身
の
家

族
ら
を
写
し
続
け
ま
し
た
。
ま
る
で
映
画

の
一
場
面
の
よ
う
に
演
出
さ
れ
た
写
真
た

ち
は
、
見
る
人
の
想
像
力
を
刺
激
し
、
今

も
な
お
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い

ま
す
。

特
別
展
の
概
要

◉
会
期　
10
月
25
日
㈯
〜
12
月
７
日
㈰

※
月
曜
日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

◉
開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

※ 

入
館
は
16
時
30
分
ま
で
。
11
月
の
毎
週

金
曜
日
は
20
時
ま
で
開
館
（
入
館
は
19

時
30
分
ま
で
）

◉
観
覧
料　

一
般
千
円
（
８
０
０
円
）、

高
校
・
大
学
生
５
０
０
円
（
３
０
０

円
）、
中
学
生
以
下
無
料
、
ペ
ア
チ
ケ
ッ

ト
１
３
０
０
円
（
前
売
り
の
み
）、フ
リ
ー

パ
ス
１
３
０
０
円

※ （　
）
内
は
前
売
り
お
よ
び
65
歳
以
上
、

20
人
以
上
の
団
体
、
17
時
以
降
の
入
館

者
の
割
引
料
金
。
11
月
３
日
（
月
・
文

化
の
日
）
は
無
料
。
11
月
16
日
（
日
・

家
庭
の
日
）
は
高
校
生
以
下
同
伴
の
家

族
無
料
。
障
が
い
者
手
帳
（
ア
プ
リ
含

む
）
な
ど
の
保
有
者
お
よ
び
そ
の
介
護

者
無
料
。「
う
え
だ
（
う
え
た
）」
さ
ん

は
観
覧
無
料
。
前
売
券
の
販
売
は
10
月

24
日
㈮
ま
で

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
孫
が
語
る
開
催
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ

ア
ー
】

◉
日
時　
10
月
25
日
㈯　
10
時
〜
11
時

◉
場
所　
市
立
美
術
館

◉
講
師　
増
谷
寛
（
植
田
正
治
事
務
所
代

表
）

※
本
特
別
展
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要

都城市立美術館特別展

植 田 正 治
写真することがとても楽しい
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代
表
作
「
砂
丘
モ
ー
ド
」

　
最
愛
の
妻
・
紀
枝
と
の
別
れ
で
落
ち
込

む
植
田
を
再
起
に
導
い
た
の
が
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
カ
タ
ロ
グ
撮
影
で
し

た
。
鳥
取
砂
丘
と
い
う
ど
こ
ま
で
も
続
く

砂
の
世
界
で
、
自
身
が
思
う
ま
ま
に
伸
び

伸
び
と
撮
影
し
た
一
連
の
作
品
た
ち
は
、

晩
年
の
代
表
作
「
砂
丘
モ
ー
ド
」
と
し
て
、

今
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
日
本
の
写
真
史

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

都
城
と
の
ゆ
か
り

　

山
陰
を
拠
点
と
し
た
植
田
で
し
た
が
、

し
ば
し
ば
撮
影
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と

や
、
各
地
の
公
募
展
の
審
査
員
を
務
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
都
城
市
美
術
展
で

も
３
年
間
審
査
員
を
務
め
た
植
田
は
「
平

均
的
な
レ
ベ
ル
は
他
の
県
・
市
美
展
か
ら

み
て
も
う
ま
い
作
品
が
多
い
よ
う
に
思
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
本
展
で

は
、
植
田
が
選
ん
だ
作
品
と
コ
メ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

【
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
「
飯
沢
耕
太
郎
（
写

真
評
論
家
）×
増
谷
寛
」】

　
生
前
の
植
田
正
治
を
よ
く
知
る
２
人
が
、

植
田
の
人
柄
や
作
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
語
り
ま
す
。

◉
日
時　
11
月
９
日
㈰　

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◉
場
所　
中
央
公
民
館

◉
定
員　
50
人
程
度　
※
申
し
込
み
順

市
立
美
術
館

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
箱
カ
メ
ラ
を
つ
く
っ

て
み
よ
う
」】

　
自
分
で
作
っ
た
「
箱
カ
メ
ラ
」
で
写
真

を
撮
っ
て
、
光
と
カ
メ
ラ
の
し
く
み
を
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◉
日
時　
11
月
15
日
㈯　
９
時
30
分
〜
12

時
、
14
時
〜
16
時
30
分

◉
場
所　
中
央
公
民
館

◉
講
師　
横
山
宏ひ

ろ

有す
み
（
宮
崎
大
学
工
学
部

半
導
体
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
教
）

◉
対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

◉
料
金　
千
円
（
材
料
費
）

◉
定
員　
各
回
10
人
程
度　
※
要
申
し
込

み
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

10
月
31
日
㈮
ま
で
に
市
立
美
術
館

※ 

こ
の
ほ
か
、
学
芸
員
に
よ
る
観
覧
ツ

ア
ー
な
ど
を
実
施
予
定
。

詳
し
く
は
、
特
別
展
特
設

サ
イ
ト
を
確
認
く
だ
さ
い

Ｐ８上段「パパとママとコドモたち」【部分】（1949年）、Ｐ９上段はいずれも「ボ
クのわたしのおかあさん」（1950年）　※写真は全てPhoto:Shoji Ueda　（個
人蔵）

シリーズ「砂丘モード」より（1983年）

植田正治と妻・紀
のりえ
枝

植田　正治（1913-2000） 
　現在の鳥取県境港市出身。中学生でカメラを手にして以来、「写真すること」
に夢中になり、東京での修行を経て、19歳の時に故郷で写真館を開業する。この
頃から写真雑誌や展覧会など、さまざまなコンテストで入賞を果たし頭角を現す。
砂丘や砂浜など、山陰の風景とそこに住む人々を独自の視点から映し出した作品
たちは「植田調」と呼ばれ、没後25年が経過した現在でも、国内外で展覧会が行
われるなどその人気は衰えることがない。


